
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ”で検索してください。

秩父音頭まつりも
もうすぐだよ

み～な

京都への修学旅行で、外国人留学生と一緒に
班別行動をする皆野中3年生（6月13日）。
皆野町が進めるグローバル教育の一環でもあ
ります。

町に聞きました
　４名の議員が一般質問

平成29年６月定例会
2017年８月1日発行

第22号
埼玉県皆野町議会

P.６

委員会からの報告

６月定例会 議会はここに注目！
 町道路線の認定！
 文化会館空調設備更新決定！

P.2
P.3

P.4
P.5

「修学旅行」-
-
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

６
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

平
成
29
年
第
２
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
６
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
補
正
額
２
１
２
０
万
円
増
）
な
ど
町
長
提
出
議

案
12
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町

号
22

議
案
第道

路
線
の
認
定

　

主
要
地
方
道
皆
野
両
神
荒
川
線
か

ら
町
立
皆
野
幼
稚
園
へ
の
進
入
路
及

び
そ
の
延
伸
部
分

　

現
在
は
生
活
道
路
と
し
て
も
利
用

さ
れ
、
公
共
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

町
道
と
し
て
維
持
管
理
す
る
た
め
、

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
く
路
線
の
認

定
を
決
議
し
ま
し
た
。

○
町
道
国
神
１
６
７
号
線

○
起
点　
大
字
国
神
字
関
谷
６
５
７ 

 

番
９
地
先

○
終
点　
大
字
国
神
字
蟹
沢
口

 

６
４
１
番
２
地
先

○
延
長　
１
８
３ｍ

一

号
21

議
案
第般

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

主
な
質
疑

ポ
ピ
ー
ま
つ
り
に
つ
い
て

質
疑

入
場
料
が
大
幅
に
値
上
げ
さ
れ

た
が
、
開
花
状
況
を
確
認
し
て
か
ら

決
定
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

　

ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
最
初
か

ら
減
ら
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
す
か
。
そ
し
て
、
収
支
決
算
は

ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

答
弁
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
半
分

が
咲
か
な
い
状
態
で
し
た
。
昨
年
の

状
況
を
踏
ま
え
数
回
の
実
行
委
員
会

を
開
催
し
、
渋
滞
等
の
緩
和
策
の
検

討
を
行
い
、
５
月
18
日
に
最
終
の
実

行
委
員
会
を
開
催
し
、
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
等
の
台
数
を
減
ら
す
な
ど
の
、
内

容
変
更
を
決
定
し
ま
し
た
。
収
支
報

告
に
つ
い
て
は
、
後
日
示
し
ま
す
。

浅
草
と
の
交
流
に
つ
い
て

質
疑

み
な
の
魅
力
発
掘
創
造
会
議

で
、
ど
の
よ
う
な
人
が
ア
ド
バ
イ

町道路線の認定！

み～な

園児がいるので、
注意してください。
よろしくね。

新しく認定された町道 国神167号線
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 平成29年　第２回（６月）定例会

人
事
案
件

人権擁護委員候補者の推薦、教育委員会委員の任命に同意しました。
同
意

人権擁護委員

田島　伸一氏
（皆野町大字三沢）

人権擁護委員

山口三千代氏
（皆野町大字皆野）

小笹　昭二氏
教育委員会委員

（皆野町大字上日野沢）

平成29年第２回定例会で審議された議案 審議結果

皆野町職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

皆野町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

平成29年度皆野町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

町道路線の認定について 原案可決

皆野町文化会館空調設備更新工事請負契約の締結について 原案可決

専決処分の承認を求めることについて（皆野町税条例の一部を改正する条例） 承 認

専決処分の承認を求めることについて（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承 認

専決処分の承認を求めることについて（平成28年度皆野町一般会計補正予算 第５号） 承 認

専決処分の承認を求めることについて（平成29年度皆野町一般会計補正予算 第１号） 承 認

人権擁護委員候補者の推薦について 同 意

人権擁護委員候補者の推薦について 同 意

教育委員会委員の任命について 同 意

町
長
提
出
議
案

ザ
ー
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

答
弁
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
中
で
、
加
速
化
交

付
金
を
活
用
し
て
平
成
28
年
度
よ
り

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
㈱
Ｊ
Ｌ
Ｉ
Ｃ 

Ｉｎ

ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
代
表
福
井
正
輝
氏

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
疑

具
体
的
に
台
東
区
の
ど
こ
と

交
流
す
る
の
で
す
か
。
今
後
、
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

答
弁

当
面
、
浅
草
商
店
連
合
会
と

の
交
流
で
、
今
後
は
行
政
レ
ベ
ル
で

の
交
流
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
浅
草
の
観
光
・
産
業
を
学
び
、

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
の
他

質
疑

町
営
バ
ス
日
野
沢
線
の
秩
父

温
泉
前
バ
ス
停
で
、
満
員
の
た
め
最

終
便
に
乗
れ
な
か
っ
た
人
が
出
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
対
応

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

答
弁

根
古
屋
橋
バ
ス
停
ま
で
歩
い

て
、
金
沢
線
の
バ
ス
に
乗
る
よ
う
運

転
手
に
案
内
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
混
み
合
う
時
期
は
あ

ら
か
じ
め
情
報
を
流
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

皆

号
23

議
案
第野

町
文
化
会
館

空
調
設
備
更
新
工
事

請
負
契
約
の
締
結

＊
契
約
の
目
的　
　

　
　

文
化
会
館
空
調
設
備
更
新
工
事

＊
契
約
の
方
法　
　

　
　

制
限
つ
き
一
般
競
争
入
札

＊
契
約
の
金
額　
　

　
　

１
億
１
２
７
９
万
５
２
０
０
円

＊
契
約
の
相
手　
　

 

　

本
庄
市　

㈱
高
橋
設
備

　
　

代
表
取
締
役　

高
橋　

秀
明

（
主
な
質
疑
）

質
疑

契
約
の
相
手
方
の
会
社
の
内

容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

資
本
金
２
５
０
０
万
円
、
社

員
数
15
名
、
昨
年
度
の
売
上
約
３
億

７
０
０
０
万
円
。
主
な
実
績
は
川
の

博
物
館
改
修
工
事
で
す
。

質
疑

ど
う
し
て
予
算
額
よ
り
３
０
０

０
万
円
も
安
く
落
札
し
た
の
で
す
か
。

答
弁

競
争
原
理
が
働
き
、
企
業
努

力
で
安
く
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

質
疑

工
事
の
期
間
は
。

答
弁

平
成
29
年
10
月
〜
30
年
３
月

末
ま
で
で
す
。

専
せんけつしょぶん

決処分とは
法
ほうりつ

律の規
きてい

定による専
せんけつしょぶん

決処分と、議
ぎかい

会の委
いにん

任による専
せんけつしょぶん

決処分の２つがあります。今
こんかい

回の専
せんけつしょぶん

決処分は、議
ぎかい

会が
議
ぎけつ

決をしなければならない条
じょうれい

例・予
よさん

算などについて、町
ちょうちょう

長が議
ぎかい

会を招
しょうしゅう

集する暇
ひま

がない緊
きんきゅう

急の場
ばあい

合に、町
ちょうちょう

長が
議
ぎかい

会にかわって処
しょり

理を行
おこな

うことです。この場
ばあい

合、次
つぎ

の議
ぎかい

会に報
ほうこく

告し承
しょうにん

認を求
もと

める必
ひつよう

要があります。
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審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

国
に
よ
り
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
が

整
備
さ
れ
て
い
る
中
、
北
朝
鮮
情

勢
が
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
が
発
信
さ
れ
た
と
き
、
町
の

防
災
行
政
無
線
は
、
ど
う
働
く
の

で
す
か
。
ま
た
、
通
常
ど
お
り
山
に

反
響
な
ど
し
な
い
よ
う
順
ぐ
り
に

放
送
さ
れ
る
の
で
す
か
。

ミ
サ
イ
ル
等
の
国
か
ら
の
情

報
が
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ

て
伝
わ
っ
た
と
き
は
、
町
と
し
て
適

正
に
判
断
し
て
、
瞬
時
に
防
災
行

政
無
線
で
（
通
常
は
町
内
を
３
部

に
分
け
て
放
送
し
て
い
ま
す
が
）
全

町
一
斉
に
放
送
し
ま
す
。
な
お
、
対

処
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
情
報
は
、

防
災
行
政
無
線
を
国
か
ら
直
接
自

動
起
動
し
て
瞬
時
に
発
信
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
聞
き
取
れ
る
範
囲
で
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
職
員
が
放
送

し
ま
す
。

秩
父
音
頭
備
品
倉
庫
建
設
は

秩
父
音
頭
ま
つ
り
実
行
委
員

会
で
備
品
倉
庫
建
設
基
金

を
設
け
て
い
る
が
、
昨
年
は
そ
の
基

金
が
祭
り
に
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
年
も
崩
さ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
状
況
に
思
わ
れ
る

が
、
倉
庫
が
必
要
な
ら
、
も
は
や

町
の
予
算
で
早
期
に
建
設
さ
れ
た

ら
と
思
う
が
い
か
が
で
す
か
。

現
在
、
秩
父
音
頭
ま
つ
り
の

備
品
は
、
役
場
西
側
に
あ
る

プ
レ
ハ
ブ
の
倉
庫
と
ほ
か
の
町
倉
庫

に
収
納
で
き
て
い
る
の
で
、
倉
庫
建

設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
倉
庫

建
設
基
金
と
し
て
設
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
。

秩
父
音
頭
ま
つ
り
の
経
費

は
、
皆
様
の
寄
附
等
で
ま
か

な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
倉
庫
建
設
の

た
め
に
使
う
の
は
適
切
で
な
い
と
考

え
ま
す
。
今
後
は
、
基
金
は
廃
止
の

方
向
で
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
信
時
の

防
災
行
政
無
線
の
対
応
は

小
こすぎしゅういち

杉修一

町
の
中
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
指
導
者
の
現
状
は

町
の
中
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ

町
の
中
学
校
及
び
ス
ポ
ー
ツ

林
はやし

　太
た へ い

平

先
般
、
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
の
審
判
員
と

し
て
皆
野
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

か
ら
私
た
ち
３
人
が
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。
試
合
の
審
判
を
し
て
い
る
中

で
、
監
督
及
び
外
部
指
導
者
の
い

る
チ
ー
ム
の
選
手
に
対
し
て
の
暴

言
が
大
変
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
野
中
学
校
の
監
督
、
外
部
指

導
者
は
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

指
導
者
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　

具
体
的
に
は
、
あ
る
中
学
校
の
外

部
指
導
者
が
失
敗
し
た
選
手
に
対
し

て
注
意
し
、
そ
の
後
選
手
が
戻
れ
と

言
わ
れ
な
い
た
め
に
、
起
立
し
た
ま

ま
で
い
る
と
、「
い
つ
ま
で
い
る
の
か
、

お
前
の
顔
な
ど
見
た
く
な
い
」
と
大

き
な
声
で
怒
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
指
導
者
の
マ
ナ
ー
は
感
心
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

教
員
の
人
事
異
動
な
ど
で

部
活
動
指
導
者
が
不
足
し

た
り
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
技
術

を
身
に
付
け
さ
せ
た
り
す
る
た
め
、

地
域
人
材
で
あ
る
外
部
指
導
者
を

招
く
学
校
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

皆
野
中
学
校
の
部
活
動
で
は
、

熱
心
に
指
導
し
て
い
る
監
督
や
４

人
の
外
部
指
導
者
が
い
ま
す
が
、

罵
声
を
浴
び
せ
る
指
導
者
は
い
ま

せ
ん
。
献
身
的
な
尽
力
に
よ
り
、

技
術
の
向
上
と
と
も
に
健
や
か
な

体
と
豊
か
な
生
徒
が
育
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
現

在
団
員
３
８
９
人
、
指
導
者
73
人

の
８
団
体
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
に
あ
っ
て
は
、
競
技
ご

と
に
、
県
や
郡
レ
ベ
ル
で
指
導
・
育

成
の
講
習
を
受
講
し
て
、
モ
ラ
ル

を
高
め
、
競
技
上
の
知
識
を
深
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
指
導

者
の
講
習
会
を
積

極
的
に
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

み～な

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

きます」
ということを記

しる

した「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは
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有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
や

イ
ノ
シ
シ
・
鹿
な
ど
の
出
没

範
囲
も
拡
大
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
、
猟
友
会
の
協
力

に
よ
り
捕
獲
数
も
年
々
増
え
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
上
回
る
個

体
数
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
の
増
大
は
、
農
作
物

へ
の
被
害
だ
け
で
な
く
人
身
被
害

へ
の
不
安
も
増
し
て
お
り
、
絶
対
数

を
減
ら
す
た
め
の
対
策
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
特
に
猟
友
会
員
の
減

少
や
高
齢
化
の
中
、
有
効
な
捕
獲

対
策
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
「
箱

わ
な
」
が
有
効
と
聞
い
て
い
る
。
10

基
く
ら
い
（
現
在
４
基
）
に
増
設
す

べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

先
日
、
秩
父
郡
市
内
の
有
害

鳥
獣
対
策
協
議
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
も
「
箱
わ

な
」
の
効
果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
て

い
ま
す
が
、
警
戒
心
の
強
い
イ
ノ
シ

シ
は
何
日
も
「
餌
づ
け
」
を
し
な
い

と
捕
獲
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

「
く
く
り
わ
な
」
の
方
が
確
率
が
高

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

町
と
し
て
「
箱
わ
な
」
を
増
設

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会
の

皆
さ
ん
と
充
分
相
談
し
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

一
いっぱんしつもん

般質問をする上
うえ

でのきまりごと
一
いっぱんしつもん

般質問は事
じぜん

前に出
だ

された（一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書）に沿
そ

って行
おこな

われ、その内
ないよう

容によって町
ちょうちょう きょういくちょう

長・教育長は
じめ担

たんとうかちょう

当課長が答
とうべん

弁します。質
しつもん

問の順
じゅんばん

番は通
つうこくしょ

告書の提
ていしゅつじゅん

出順で、皆
みなのまちぎかい

野町議会の場
ばあい

合、議
ぎいん

員１
ひ と り あ

人当た
り質
しつもん

問・答
とうべん

弁を含
ふく

めて、60分
ぷん

です。

イー
有
害
鳥
獣
対
策
ー

ノ
シ
シ
用「
箱
わ
な
」の

増
設
を
！

内
うちかい か つ お

海勝男

常
つねやま と も こ

山知子

「
皆
野
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策

定
さ
れ
、
平
成
72
年
の
総
人
口
を

８
０
０
０
人
程
度
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
８
０
０
０
人

ど
こ
ろ
か
大
変
な
人
口
減
少
が
起

き
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
に
移
住
し
、
定
住
す
る
人
を

増
や
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

平
成
28
年
12
月
「
み
な
の
魅

力
発
掘
創
造
会
議
」
を
立
ち

上
げ
「
総
合
戦
略
」
の
実
現
の
方

策
を
中
心
に
、
観
光
資
源
の
発
掘

活
動
や
若
者
が
定
住
す
る
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で
空
き
家
を

活
用
し
て
移
住
者
を
呼
び

込
む
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
考
え
は
。

昨
年
６
月
〜
８
月
に
第
１
次

空
き
家
調
査
を
行
い
、
３
２

８
軒
の
空
き
家
が
存
在
。
ま
た
、
第

２
次
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
の
空
き

家
活
用
意
向
調
査
で
は
１
５
１
人

が
回
答
。
売
り
た
い
、
貸
し
た
い
人

は
22
％
で
し
た
。
空
き
家
の
活
用
は

所
有
者
の
意
向
が
最
優
先
で
す
。
今

後
は
活
用
意
向
調
査
の
結
果
を
十

分
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

東
京
の
奥
多
摩
町
は
、
移
住

担
当
の
職
員
を
２
名
配
置

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
町
も

移
住
担
当
者
を
配
置
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

理
想
的
で
す
が
、
極
め
て
難

し
い
状
況
で
す
。

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と

い
う
国
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
協
力
隊
を
活
用
す
る
考
え
は
。

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

定
住
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み

効果ある片開きの箱わな
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委 員 長 小杉修一 　
副委員長 常山知子
委　　員  新井達男・大澤金作
 林　太平・大塚鉄也

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

第
22号

常任委員会からの報告

　議場に入り、すぐに傍聴席に目をやります。３、４人の
人が座っているだけでした。
　その後、傍聴者が増えることなく議事が進み、一
般質問が終了。午後の審議になると傍聴席には誰も
座っていません。これが皆野町議会傍聴の状況です。
どの議員がどんな質問をし、どんなことが議論され
決められていくのか。自分の耳で、目で確かめて欲
しいと思うのですが……。しかし、仕事や用事で傍
聴できない人も多いと思います。議会の様子が伝わ
るように、これからも分かりやすい議会だよりを発
行していきます。 　　　　　　　　常山　知子

議員雑記
議会に関心を持って

議会ホームページ
もご覧ください

平成28年度の工事実施箇所等
を視察

産業建設常任委員会
委員長  宮前　司

　平成29年６月28日、建設課・産業観光課の所管す
る工事・事業の主な20件の現地を視察しました。それ
ぞれが計画のとおり完成し、狭隘道路の解消、地すべ
り地域での道路改良工事、護岸工事、里山・平地林再
生事業を行っていることを確認しました。特に、町道
下田野51号線は地権者の皆様のご協力により、緊急車
両の通行が可能となりました。
　今後も継続事業を確実に実施するとともに、現場の
状況に合わせた工法、景観に配慮した工法の採用、さ
らには工事現場の
安全確保・現場管
理の徹底を図るな
ど、執行体制の強
化や計画的・効率
性を重視した事業
推進を望みます。

皆野中学校のグローバル教育
の取り組みについて

総務教育厚生常任委員会
委員長  新井達男

　平成29年６月30日、皆野中学校で「グローバル教
育の取り組み」について、委員全員に参加していただ
き説明を受けました。皆野中学校では、大きく分けて
次の３つの分野に取り組んでいました。
　１. 英語の授業改善とさまざまな場面によるコミュ二
　　 ケーション能力の育成
　２. 自国文化を大切にする心情・態度の育成
　３. 国際協力、国際貢献する心情・態度の育成
　英語のコミュ二ケーション能力の育成に関しては、
ポピーまつりの中学生ボランティア（英語ガイド体験）
や、修学旅行先での外国人留学生との交流体験におい
て、大きな成果を上げることができたようです。地域
に支えられ育つ子どもたちが、
やがては地域を支える「人財」
として育つよう取り組んでい
ました。町道下田野51号線の視察 校長から説明を受ける

秩父広域市町村圏組合議会の報告

み～な

傍聴やご意見、
お待ちしています

次の定例会は ９月中旬頃に 開催される予定です。
gikai@town.minano.saitama.jp0494-62-2791FAX議会事務局 メール

議員  四方田　実

５月23日（火）、全員協議会が開催されました。
 ・管理者　久喜邦康氏再任
 ・平成28年度クリーンセンター発電設備の実績報告
 発電電力量1,012万6,590キロワット
 売電電力料金収入6,228万1,360円
 ・橋立浄水場管理棟築造工事進捗率…74％

５月30日（火）、平成29年臨時会が開催されました。
 ・秩父広域市町村圏組合監査委員の選任
　皆野町議会　四方田　実 氏


